
0 

 

 

 

 

 

 

令和４（２０２２）年度 
 

 

学生募集要項 
 

社会人特別選抜試験 
 

長期履修学生選抜試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒７３２－８５０９  広島市東区牛田新町四丁目１番１号 

ＴＥＬ（０８２）２２９－０１５０（入試広報課直通） 

ＦＡＸ（０８２）２２９－８６０３ 

     ０１２０－２２９－１４５ 

 Ｅ-mail  

ＵＲＬ  

nyushid@hijiyama-u.ac.jp 

https://www.hijiyama-u.ac.jp/ 



 

 

 目   次  
 

３つのポリシー ·········································································· 1 

 

１ 募集人員 ············································································· 9 

  ◆長期履修学生の募集について ····················································· 9 

２ 出願資格 ············································································· 9 

３ 出願期間 ············································································· 9 

４ 出願手続及び出願書類 ··························································· 9 

５ 試験日時 ············································································· 10 

６ 試験会場 ············································································· 10 

７ 選考方法 ············································································· 10 

８ 合格発表 ············································································· 10 

９ 入学手続 ············································································· 10 

10 授業料等納入について ··························································· 11 

 

出願について ············································································· 12 

受験上の留意事項 ······································································· 13 

長期履修学生制度について ··························································· 14 

個人情報の保護について ······························································ 14 



 

 

 

 比治山大学  

ディプロマ・ポリシー（卒業の認定に関する方針） 

比治山大学では、「悠久不滅の生命の理想に向かって精進する」人間の育成という建学の精神を礎に、日々個性を磨き、広くて深い教養と高 

い専門性に裏打ちされた、しなやかで豊かな人間性を高められるよう精進できる力を身に付けた学生に卒業を認定し、学士の学位を授与しま 

す。 

１．「４×３の比治山力（汎用的能力）」を身に付け、自己実現を目指して生涯にわたって主体的に学び続け、自らの人生をデザインする力を

身に付けている。 

２．専門分野における確かな知識・技能及び知識活用力を身に付けている。 

３．「解が一つとは限らない課題や問題」を発見し、その解を求めるべく挑戦し、問題解決や新たな価値の発見に向けて努力する態度を身に 

付けている。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 

【編成方針】 

比治山大学では、本学のディプロマ・ポリシーに基づき学生の状況及び社会や時代の要請に応えうる組織的・体系的かつ効果的なカリキュラ 

ムを編成し、必要とする授業科目を開設しています。 

１．「４×３の比治山力（汎用的能力）」に示される汎用的能力を育成するため共通教育と専門教育のバランスを考慮したカリキュラムを 

編成しています。 

２．専門的人材に必要な知識・技能の習得のため先端的な学問の成果をもとに社会や時代の進歩に適応したカリキュラムを編成しています。 

３．個々の特長を伸ばすとともに社会の課題解決と発展に寄与しようとする意欲と態度を培うカリキュラムを編成しています。 

【実施方針】 

各学部・学科及び共通教育に対応した講義・演習・実験・実習・実技において、遠隔授業等を含む様々な様態で授業を行うことにより、 

ディプロマ・ポリシーの達成をめざすとともに、学生の主体的・能動的な学びを促進します。また、各授業科目の成績の評価については、 

到達目標に対する達成状況を、あらかじめ明示された公正な成績評価基準に照らして実施します。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）  
比治山大学では、本学のカリキュラム・ポリシーに沿ってディプロマ・ポリシーに定めた人材の育成を行う上で、次のような人を求めます。 

１．「汎用的な能力（４×３の比治山力）」を身に付け、伸ばそうとする人 

２．大学における専門的な知識・技能を修得するための基礎的学力を有している人 

３．社会における課題や問題を発見しようとする意欲を有している人 

 

 

 現代文化学部  

 

ディプロマ・ポリシー（卒業の認定に関する方針） 
現代文化学部では、所定の単位を修め、文化の継承・創造・発展という人間にとって最も普遍的な営みを積極的に担うことができるための次 

の思考力・判断力、知識・技能、態度を身に付けた学生に卒業を認定し、学士の学位を授与します。 

１．人間文化の本質や現代社会における諸課題を解決しうる思考力・判断力を身に付けている。 

２．文化の流れを把握し、未来への見通しを的確に立てられる確かな専門的知識・技能を身に付けている。 

３．問題解決や新たな価値の発見に向けて努力する強い意志と、地域社会の発展に貢献しようとする態度を身に付けている。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 
【編成方針】 

現代文化学部のディプロマ・ポリシーに基づき、学生の状況及び社会や時代の要請に応えうる組織的・体系的かつ効果的なカリキュラムを 

編成しています。 

１．多面的な視点からの見方・考え方を育成するために、「比治山ベーシック科目」と「教養科目」で構成する学部共通教育科目及び各専門 

教育科目によるカリキュラムを編成しています。 

２．言語、心理、コミュニケーション、教育に関する専門的知識と技能を習得し、社会における課題の本質を見抜く洞察力・判断力を育成 

する専門教育カリキュラムを編成しています。 

３．学生個々人の特長と専門的知識・技能を活かし、地域及び国際社会の諸課題を解決しようとする態度と実践力を培うカリキュラムを編成 

しています。 

 

【実施方針】 

<教育方法> 

１．汎用的能力(４×３の比治山力)の育成 

建学の精神を象徴する４つのキーコンピテンシー(自立・想像・共生・創造)と１２の学修スキルを統合した汎用的能力(４×３の比治山力) 

を各授業でのアクティブ・ラーニングの実践によって育成します。 

２．学修成果の可視化 

学生が各自の学びの状況を把握するなかで、「自ら学ぶ」スタイルを身に付けることを目的として、本学の学生情報システム「Hi!way」 

により学修活動の PDCA サイクルを確立し、学修成果の可視化を進めます。 

３．シラバスの明示 

授業は、授業概要、関連するディプロマ・ポリシー、到達目標、授業計画、準備学習(予習・復習)、評価の方法等について具体的に記載 

したシラバスに沿って実施します。また、各科目のシラバスは、学生情報システム「Hi!way」で確認することができます。 

４．ＣＡＰ制度 

学生が各年次にわたって適切で無理のない計画的な履修を行うことができるように、履修登録できる単位数を制限するキャップ(CAP)制度 

を設けています。 

３つのポリシー（ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，アドミッション・ポリシー） 
 



 

 

 

 
５．チューター制度 

学生一人ひとりにチューター(指導教員)を割り当てています。チューターは学生の学修を含めた学生生活全般について適切な助言を行います。 

６．授業改善 

「学生による授業に関するアンケート調査」や学生モニターからの意見聴取等によって、常に授業改善に努めます。 

<学修成果の評価>  

１．成績評価 

    授業科目の担当教員が、あらかじめシラバスに定めた評価の方法によって、成績評価(五段階評価)を公正に行います。 

２．成績評価の数値化 

    GPA(Grade Point Average)制度により成績評価を数値化することで、学修成果の可視化や授業料減免対象者の選考等に活用します。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）  
現代文化学部では、本学部のカリキュラム・ポリシーに沿ってディプロマ・ポリシーに定めた人材の育成を行う上で、次のような人を求めま 

す。 

１．学部共通教育及び専門教育に興味・関心を持ち、そのことについて自らの言葉で表現できる人 

２．言語・心理・コミュニケーション・教育に関する専門的知識と技能を修得するための基礎的学力を有している人 

３．地域及び国際社会における課題や問題を発見しようとする意欲を有している人 

 

 

【 言語文化学科 】  

 

 

ディプロマ・ポリシー（卒業の認定に関する方針） 

●日本語文化コース 
１．他者への想像力を働かせるとともに、自己の思考・判断のプロセスや結果を論理的に説明できる高い理解力・表現力及び豊かなコミュニ 

ケーション能力を身に付けている。 

２．日本語学・日本文学・日本文化及びそれらの表現・創作に関する専門知識と技能を身に付けている。 

３．地域社会、教育界をはじめ現代日本における諸課題について、その本質を追究する視点と姿勢とを持ち、豊かな発想力をもって解決策を 

見出す力と態度を身に付けている。 

 
●国際コミュニケーションコース 
１．国際社会、地域社会に貢献できる高いレベルの思考力・判断力と自己及び他者が協働できる力を身に付けている。 

２．発信型の英語力を基に、国際社会、地域社会に貢献できる専門的な知識・技能を身に付けている。 

３．異文化に関する実践的な素養と実践力をもとに、国際社会、地域社会、教育界へ高い関心を有して活躍できる力と態度を身に付けている。 

 
カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 

●日本語文化コース 
【編成方針】 

１．共通教育科目では自立と想像、コース専門教育科目では自己理解、他者への想像及び豊かなコミュニケーション、さらに表現・創作の 

能力を高めることを目標とした科目を構成しています。 

２．専門基礎、特別研究では言語文化及び日本語文化に関する論理的実践的理解を深め、「日本語・日本文学・日本文化」「表現・創作」の 

専門的知識と技能を身に付けることを目標とした科目を構成しています。 

３．「日本語・日本文学・日本文化」「表現・創作」の専門性を活かして地域社会及び教育界の要望に応え、課題解決に向き合う力量と態度を 

形成する科目を構成しています。 

【実施方針】 

１．本学科・コースがめざす資質・能力を高めつつ、豊かな表現・創作力の醸成に寄与するための共通教育科目・専門教育科目を設定します。 

これらの科目群では、多様なアクティブ・ラーニングの手法を採り入れた指導を行います。 

２．言語文化・日本語文化に関わる専門基礎形成のための科目群と、日本語・日本文学・日本文化の専門的知識・技能のさらなる深化、 

および表現・創作のための高度な専門的素養の修得をめざす科目群を設定します。これらの科目群では、より高度な専門性の修得をめざ 

し、本学図書館の多様な蔵書を活用した演習など、多様かつ効果的な指導を行います。 

３．本学科・コースでの学びを活かし、社会で活躍できるための力量と意欲・態度を身に付けるために、学外でのフィールドワークや各種の 

演習、グループ討論などの活動を積極的に採り入れます。また、中学校・高等学校教諭一種免許状（国語）取得を促すとともに、本学教 

職指導センターとの密な連携によって、教職希望者のためにきめ細かい指導を行います。 

 
●国際コミュニケーションコース 
【編成方針】 

１．共通教育科目では主として共生、専門教育科目の専門基礎及び言語文化共通科目では主として自立と想像の能力を高めることを目標とし 

た科目を構成しています。 

２．専門教育科目の国際コミュニケーションスキル科目では、共通教育で培った共生の能力を一層深めつつ、国際的なコミュニケーション力 

や英語の専門的知識と技能、実践的な英語運用能力を高める科目を構成しています。 

３．専門教育科目の国際言語文化及び特別研究科目では想像の能力を磨き、表現力やプレゼンテーション力等の創造の能力を高めるとともに、 

地域社会や教育界の要望に応え課題解決に向き合う態度を培う科目を構成しています。 

【実施方針】 

１．本学科・コースがめざすコミュニケーション力をはじめとする資質・能力を高めつつ、国際的視野を養うための共通教育科目・専門教育 

科目を設定します。これらの科目群では、多様なアクティブ・ラーニングの手法を採り入れた指導を行います。 

２．専門基礎形成のための科目群と専門的知識・技能の深化とグローバルな視野を養うための高度な専門的素養の修得をめざす科目群を設定 

します。これらの科目群では、高度な外国語技能と国際性の習得をめざし、外国語検定や e-learning、またマルチメディアやオンライン 

などの ICT を活用して、多様かつ効果的な指導を行います。 

３．いくつかの専門教育科目では、グループディスカッション、ディベート、プレゼンテーションなどの活動を積極的に採り入れ、また、 

海外留学を促します。また、中学校・高等学校教諭一種免許状（英語）取得を促すとともに、本学教職指導センターとの密な連携に 

よって、教職希望者のためにきめ細かい指導を行います。 

３つのポリシー（ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，アドミッション・ポリシー） 
 



 

 

 

 

 

アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）  
言語文化学科では、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに沿って、確かな日本語能力と、豊かな人間性を備えて国際社会や地 

域社会で活躍できる人材の育成を行う上で、次のような人を求めています。 

１．ことばを大切にしながら、日本文化や外国文化への理解と体験を通して、日本語や外国語による論理的思考力や表現力の向上に積極的に

努力する人 

２．ことば、文学、文化に強い関心があり、本学科における専門的知識と技能を修得するための基礎的学力（高等学校までに履修する各教科

内容）を有している人 

３．国際社会、地域社会、教育界などの現代社会に対して、自らの具体的な目的意識を持っている人 

 

 

【 マスコミュニケーション学科 】 

 

ディプロマ・ポリシー（卒業の認定に関する方針） 
１．「話す・聴く・読む・書く」力及び「チームで取り組む」力に支えられた高いレベルのコミュニケーション能力を身に付けている。 

２．テレビ・新聞などの在来メディアとインターネットなどの新しいメディア双方に関する専門的知識・技能を持ち、ビジネスの現場、地域 

社会において、「取材・調査・企画・制作・情報発信」などの対応ができる知識・技能を身に付けている。 

３．地域が有する多様な魅力を発見し、さらに、それらを地域を活性化させる情報や観光プランへと発展させるための力と態度を身に付けて 

いる。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 
【編成方針】 

１．共通教育科目では主として共生、専門教育科目の基礎科目ではメディア・観光分野の基礎知識を身に付け、社会で活躍するための 

コミュニケーション能力を高めることを目標とした科目を構成しています。 

２．専門教育科目の専門科目・研究科目ではメディアまたは観光分野の専門的知識・技能を身に付け、高いレベルの表現力・企画力・発信力 

で社会に寄与できうる人材を育てることを目標とした科目を構成しています。 

３．専門教育科目の発展応用科目ではワークショップ・インターンシップなどを中心に、専門教育科目の基礎科目・専門科目で身に付けた 

メディア・観光分野の知識・技能を基に地域社会の課題やニーズに対応し、社会に貢献しようとする態度を培う科目を構成しています。 

【実施方針】 

１．「社会に寄与できる高レベルの表現力・企画力・発信力の修得」の基本となる「話す・聴く・読む・書く」力と「論理的に考える」力を 

身に付けるための共通教育科目・専門教育科目の基礎科目・専門科目の科目群を設定します。これらの科目群では、フィールドワーク 

などのアクティブ・ラーニングを積極的に導入した指導を行います。 

２．メディアや情報技術分野、観光分野等に関わる専門的知識・技能の修得をめざすための専門教育科目の基礎科目と専門科目の科目群を設 

定します。これらの科目群では、メディアや観光のそれぞれの分野において豊富な実務経験を有する教員による授業を適切に配置し、 

学びに多様な幅を持たせます。 

３．地域社会のニーズや課題に対応すべく多角的視野や課題発見・解決能力を身に付けるために、専門教育科目の発展応用科目群を設定 

します。これらの科目群では、特に、企業・行政等の多様な団体との連携によるワークショップやインターンシップ、フィールドワーク 

等を重視した実践的授業を積極的に導入します。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）  
マスコミュニケーション学科では、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに沿って、メディア・観光に関する専門性を活かした 

企画力・発信力を備えて、ビジネスの現場や地域社会に貢献できる人材の育成を行う上で、次のような人を求めています。 

１．専門性を活かした企画力・発信力の基本となる「話す・聴く・読む・書く」力と「論理的に考える」力の修得に対して、その必要性と重 

要性を認識して積極的に学ぶ意欲を持っている人 

２．テレビ・新聞・雑誌・インターネット等のメディアや情報技術、マーケティング・観光ビジネス・観光プラニング等に強い関心があり、 

本学科における専門的知識と技能を修得するための基礎的学力（高等学校までに履修する各教科内容）を有している人 

３．社会の動向に対して強い好奇心を持ち、社会において多様な人々と共生できる高いコミュニケーション能力を身に付けて、社会の課題解 

決に貢献したいという目的意識を持っている人 

 

 

【 社会臨床心理学科 】 

 

ディプロマ・ポリシー（卒業の認定に関する方針） 
１．自分自身だけではなく、他者の心や行動を理解し、共生社会におけるコミュニケーション力とチームワーク力をもって、他者を支援・援 

助することができる能力を身に付けている。 

２．心理学に関する実験や調査をはじめとする科学的手法を用いて、人間の心の状態や行動を解明し、データに基づいて報告書を作成する知 

識と技能を身に付けている。 

３．心理学の知識・技術をふまえ、地域社会の要請に応え、課題を解決する態度を身に付けている。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 
【編成方針】 

１．共通教育科目では主として共生、専門領域科目では自己理解及び他者理解、実践科目では支援・援助の能力を高めることを目標とした 

科目を構成しています。 

２．基礎科目、特別研究では心に関する科学的理解を深め、心理実験・調査と、その報告書作成についての専門的知識と技能を身に付ける 

ことを目標とした科目を構成しています。 

３．発展科目では心理学の専門性を活かして地域社会の要望に応え、課題解決に向き合う力量と態度を高める科目を構成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３つのポリシー（ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，アドミッション・ポリシー） 
 



 

 

 

  【実施方針】 
１．自己理解を深めつつ他者と協働したり、他者を支援･援助したりできる汎用的能力を高めるための専門領域科目・実践科目を設定します。 

これらの科目群では、多様なアクティブ・ラーニングの手法を採り入れた指導を行います。 

２．心に関する科学的理解を深め、心理実験・調査とその報告書作成についての専門的知識と技能を身に付ける科目群を設定します。これら 

の科目群では、公認心理師・臨床心理士としての実務経験を有する教員により、現場での心理支援の経験を活かした教育を行います。 

また、心理学検定等を利用して基礎的知識･技能の修得を促進します。 

３．地域社会の課題解決に向き合うための技能と態度を身に付けるため、いくつかの専門教育科目では、ロールプレイを用いた演習や学外 

施設への見学実習などを行います。公認心理師・臨床心理士資格取得希望者に対しては、大学院進学を視野に入れた指導を行います。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）  
社会臨床心理学科では、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに沿って、心理学を活かして、社会に広く貢献しようと熱意を持 

って学ぶことのできる人材の育成を行う上で、次のような人を求めています。 

１．日本語や英語で書かれた文章をよく理解し、他者と共感しつつ自分の考えを他者に伝える思考力・判断力・表現力の向上に努力する人 

２．心理学に興味があり、本学科における専門的知識と技能を修得するための基礎的学力（高等学校までに履修する各教科内容）を有してい 

る人 

３．心理学の専門的知識や技能を身に付け、地域社会の課題を解決していきたい人 

 

 

【 子ども発達教育学科 】 

 

ディプロマ・ポリシー（卒業の認定に関する方針） 
１．子どもの健全な発達を支援するにふさわしい豊かなコミュニケーション力と創造力・表現力を身に付けている。 

２．子どもの発達を把握し、学習指導や各種の支援を行うために必要な専門的知識と技能を習得し、子どもの表現力、思考力、判断力を育成 

できる実践力を身に付けている。 

３．学校、幼稚園、保育所をはじめ広く地域社会において子育てや教育など次世代の育成支援に積極的に寄与しようとする態度を身に付けて 

いる。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 
【編成方針】 

１．共通教育科目では主として共生、基本科目、教育学・心理学系科目では主として子どもの発達や教育・保育に関する基礎的能力を高める 

ことを目標とした科目を構成しています。 

２．専門教育科目としての教育学・心理学系科目、保育・幼児教育系科目、教科教育系科目を通し、子どもの発達に関する専門的知識・技能 

を身に付けることを目標とした科目を構成しています。 

３．実習系科目、特別研究では、学生がめざす進路に応じた専門的学修と実習を重ね、地域社会及び教育界の要望に応える実践的な力量と 

態度を培う科目を構成しています。 

【実施方針】 

１．子どもの健全な発達を支援するためのコミュニケーション力を高めつつ、学生自身の創造力・表現力の伸長に寄与するための共通教育科 

目・専門教育科目を設定します。これらの科目群では、多様なアクティブ・ラーニングの手法を採り入れた指導を行います。 

２．学習指導や発達に応じた支援を行うために必要な専門的知識と技能の修得をめざす専門教育科目を設定します。これらの科目群では、実 

践力の修得をめざして、演習等や保育・教育現場での実習を通した指導を実施するとともに、実務経験を活かした教育活動を展開します。 

３．学校、幼稚園、保育所など地域社会で次世代の育成支援に寄与できる力量と意欲・態度を身に付けるために、教職希望者には本学教職指 

導センターと連携した指導とともに、公務員（保育士）希望者への指導を行います。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）  
子ども発達教育学科では、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに沿って、子どもたちの成長や学びを、確かな実践力と深い愛 

情をもって支援し、社会に貢献できる人材の育成を行う上で、次のような人を求めています。 

１．子どもや保護者と適切に接することができるコミュニケーション力があり、リーダーシップやバランス感覚に富み、何事も思考しながら 

意欲的に取り組むことができる人  

２．本学科における専門的知識と技能を修得するための基礎的学力（高等学校までに履修する各教科内容）を有している人  

３．現代社会における子どもの育成・教育に強い関心があり、次世代の育成支援に対して具体的な目的意識を持っている人 

３つのポリシー（ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，アドミッション・ポリシー） 
 



 

 

 

 

 健康栄養学部  

 
※健康栄養学部は１学科のため、学科の３つのポリシーを学部の３つのポリシーとみなしています。 

 

【 管理栄養学科 】 

 

ディプロマ・ポリシー（卒業の認定に関する方針）  
健康栄養学部管理栄養学科では、豊かな人間力と健康の維持・増進のための栄養マネジメントの知識・技能を身に付け、地域社会の発展に貢 

献できる能力を身に付けた学生に卒業を認定し、学士（栄養学）の学位を授与します。 

１．健康・栄養問題を解決する上で求められるコミュニケーション力、プレゼンテーション力、チームワーク力を有し、栄養マネジメントに 

沿って栄養の指導を実践するために必要な能力を身に付けている。 

２．栄養学の専門的な知識・技能を修得し、ライフステージすべてにわたる健康・栄養問題の解決に広く活用できる知識・技能を身に付けて 

いる。 

３．食と健康分野で社会の福祉及び教育の発展などに貢献しようとする意欲を持ち、生涯にわたって学びを継続する意欲と態度を身に付けて 

いる。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 
【編成方針】 

健康栄養学部管理栄養学科のディプロマ・ポリシーに基づき、学生の状況及び社会や時代の要請に応えうる組織的・体系的かつ効果的な 

カリキュラムを編成しています。 

１．豊かなコミュニケーション力と多面的なものの見方、幅広い識見を培うための全学共通科目と学科基礎科目を構成しています。 

２．専門の基盤となる知識・技能を習得する導入分野及び栄養に関する専門基礎分野科目、さらに高いレベルの知識・技能の習得と高度な 

栄養マネジメント能力を高める科目を構成しています。 

３．専門発展分野では栄養学に関する専門的な知識・技能をもとに、栄養や食を中心とした社会の課題やニーズに対応できる能力と態度を 

養うための科目を構成しています。 

 

【実施方針】 

<教育方法> 

１．汎用的能力(４×３の比治山力)の育成 

   建学の精神を象徴する４つのキーコンピテンシー(自立・想像・共生・創造)と１２の学修スキルを統合した汎用的能力(４×３の比治山 

力)を各授業でのアクティブ・ラーニングの実践によって育成します。 

２．学修成果の可視化 

学生が各自の学びの状況を把握するなかで、「自ら学ぶ」スタイルを身に付けることを目的として、本学の学生情報システム「Hi!way」 

により学修活動の PDCA サイクルを確立し、学修成果の可視化を進めます。 

３．シラバスの明示 

授業は、授業概要、関連するディプロマ・ポリシー、到達目標、授業計画、準備学習(予習・復習)、評価の方法等について具体的に記載 

したシラバスに沿って実施します。また、各科目のシラバスは、学生情報システム「Hi!way」で確認することができます。 

４．ＣＡＰ制度 

  学生が各年次にわたって適切で無理のない計画的な履修を行うことができるように、履修登録できる単位数を制限するキャップ(CAP) 

制度を設けています。 

５．チューター制度 
  学生一人ひとりにチューター(指導教員)を割り当てています。チューターは学生の学修を含めた学生生活全般について適切な助言を行います。 

６．授業改善 

   「学生による授業に関するアンケート調査」や学生モニターからの意見聴取等によって、常に授業改善に努めます。 

 <学修成果の評価>  

１．成績評価 

  授業科目の担当教員が、あらかじめシラバスに定めた評価の方法によって、成績評価(五段階評価)を公正に行います。 

２．成績評価の数値化 

  GPA(Grade Point Average)制度により成績評価を数値化することで、学修成果の可視化や授業料減免対象者の選考等に活用します。 

 

管理栄養学科 

１．管理栄養士として求められる基本的なマインド・能力やコミュニケーション力をはじめとする資質・能力を高めつつ、健康・栄養問題を 

解決する上で求められる幅広い視野と豊かな人間性を涵養するための共通教育科目・専門教育科目を設定します。これらの科目群では、 

多様なアクティブ・ラーニングの手法を採り入れた指導を行います。 

２．栄養管理の実践に必須である基礎科学に関わる専門基礎力形成のための科目群とより高度な専門的知識と技能の修得をめざす専門分野の 

科目群を設定します。これらの科目群では、栄養に関する諸課題に対応できるよう、実習や実験を取り入れた効果的な指導を行います。 

３．本学科での学びを活かし、一般社会での食と健康分野において活躍できるための管理栄養士としての総合力と意欲・態度を身に付けるた 

めに、臨床・福祉関連、子ども関連、地域貢献･連携の各領域において、学外でのフィールドワークや各種の演習、グループ討論などの 

実践的活動を積極的に採り入れます。また、管理栄養士・栄養士資格取得のためには健康栄養学部管理栄養士指導センター、さらに、 

栄養教諭一種免許状取得希望者のために、本学教職指導センターとの緊密な連携によって指導を行います。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）  
健康栄養学部管理栄養学科では、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに沿って、食に関わる専門家として人々の幸せに貢献で 

きる人材の育成を行う上で、次のような人を求めています。 

１．科学的視点を持ち、食・栄養と健康について興味と関心を持ち、知識を得ようと学び続ける意欲のある人 

２．本学科における専門教育科目を学修する上で必要な高等学校卒業相当の基礎的学力および一般的な計算能力などを有している人 

３．管理栄養士の仕事に強い関心を持ち、社会でその役割を実現しようとする行動力を有する人 

３つのポリシー（ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，アドミッション・ポリシー） 
 



 

 

 

 比治山大学短期大学部  

 

ディプロマ・ポリシー（卒業の認定に関する方針） 
比治山大学短期大学部では、「悠久不滅の生命の理想に向かって精進する」人間の育成という建学の精神を礎に、日々個性を磨き、広い教養 

と専門性に裏打ちされた、しなやかで豊かな人間性を高められるよう精進できる力を身に付けた学生に卒業を認定し、短期大学士の学位を授 

与します。 

１．「４×３の比治山力（汎用的能力）」を身に付け、自己実現を目指して生涯にわたって主体的に学び続け、自らの人生をデザインする力を 

身に付けている。 

２．専門分野における確かな知識・技能及び実践力を身に付けている。 

３．専門性を磨き、職業人としての自覚を深め、問題解決に向けて努力する態度を身に付けている。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 
【編成方針】 

比治山大学短期大学部では、ディプロマ・ポリシーに基づき、実務教育を軸として必要とする授業科目を開設し、組織的・体系的で効果的な 

カリキュラムを編成しています。 

１．主体的・能動的な学びを促し、「４×３の比治山力（汎用的能力）」を育成するため教養・基盤的教育と専門教育のバランスを考慮した 

カリキュラムを編成しています。 

２．専門職業人に求められる知識・技能を習得させるために必要なカリキュラムを編成しています。 

３．学生個々人の個性や特長を伸ばすとともに専門的な知識・技能を活かして社会に貢献しようとする意欲と態度を育成するカリキュラムを 

編成しています。 

 

【実施方針】 

各学科及び共通教育に対応した講義・演習・実験・実習・実技において、遠隔授業等を含む様々な様態で授業を行うことにより、ディプロマ・ 

ポリシーの達成をめざすとともに、学生の主体的・能動的な学びを促進します。また、各授業科目の成績の評価については、到達目標に対す 

る達成状況を、あらかじめ明示された公正な成績評価基準に照らして実施します。 

<教育方法> 

１．汎用的能力(４×３の比治山力)の育成 

     建学の精神を象徴する４つのキーコンピテンシー(自立・想像・共生・創造)と１２の学修スキルを統合した独自の汎用的能力「４×３の 

比治山力」を各授業でのアクティブ・ラーニングの実践によって育成します。 

２．学修成果の可視化 

    学生が各自の学びの状況を把握するなかで「自ら学ぶ」スタイルを身に付けることを目的として、本学の学生情報システム「Hi!way」 

により学修活動の PDCA サイクルを確立し、学修成果の可視化を進めます。 

３．シラバスの明示 

    授業は、授業概要、関連するディプロマ・ポリシー、到達目標、授業計画、準備学習(予習・復習)、評価の方法等について具体的に記載

したシラバスに沿って実施します。また、各科目のシラバスは、学生情報システム「Hi!way」で確認することができます。 

４．ＣＡＰ制度 

    学生が各年次にわたって適切で無理のない計画的な履修を行うことができるように、履修登録できる単位数を制限するキャップ(CAP) 

制度を設けています。 

５．チューター制度 
    学生一人ひとりにチューター(指導教員)を割り当てています。チューターは学生の学修を含めた学生生活全般について適切な助言を行います。 

６．授業改善 

    「学生による授業に関するアンケート調査」や学生モニターからの意見聴取等によって、常に授業改善に努めます。 

  <学修成果の評価>  

１．成績評価 

    授業科目の担当教員が、あらかじめシラバスに定めた評価の方法によって、成績評価(五段階評価)を公正に行います。 

２．成績評価の数値化 

    GPA(Grade Point Average)制度により成績評価を数値化することで、学修成果の可視化や授業料減免対象者の選考等に活用します。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）  
比治山大学短期大学部では、本学のカリキュラム・ポリシーに沿ってディプロマ・ポリシーに定めた人材の育成を行う上で、次のような人を 

求めます。 

１．「汎用的な能力（４×３の比治山力）」を身に付け、伸ばそうとする人 

２．短期大学部における専門的な知識・技能を修得するための基礎的学力を有している人 

３．地域社会における課題や問題を発見しようとする意欲を有している人 

３つのポリシー（ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，アドミッション・ポリシー） 
 



 

 

 

 

【 総合生活デザイン学科 】 

 

ディプロマ・ポリシー（卒業の認定に関する方針） 
１．よりよい自己実現をめざすため、自己肯定感に支えられた高い傾聴、受信力を持ち、自らの人生をデザインし、社会の一員として共に生 

きるための資質・能力を身に付けている。 

２．生活に関わる分野において社会に寄与できる人材として自立するための確かな専門的知識・技能及び実践力を身に付けている。 

３．職業人としての自覚を深め、継続的に専門性を高めつつ地域社会や教育界における課題を分析し問題解決する力と態度を身に付けている。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 
【編成方針】 

１．自己肯定感に支えられた高い傾聴・受信力を持ち、豊かな人間性と多面的な見識を養うために、全学共通科目と教養科目を基盤として、 

生活を総合的にデザインする共通専門教育を展開するカリキュラムを編成しています。 

２．社会で活躍できる職業人として必要な専門的知識・技能を身に付けるため専門教育科目では５系列を設定し、それぞれの系列に応じた 

実務教育を主軸にしたカリキュラムを編成しています。 

３．さまざまな検定や資格の取得を通して職業人としての力量を高め、絶えず向上していくキャリア意識を深化させるなかで社会に貢献 

できる態度と意欲を培うカリキュラムを編成しています。 

【実施方針】 

１．多様なアクティブ・ラーニングの手法を採り入れて、自己肯定感に支えられた高い傾聴・受信力を持ち、豊かな人間性と多面的な見識を 

養います。また、各種の検定や資格取得や社会で活躍できる職業人をめざすために必要な汎用的能力を養うための教育活動を展開します。 

２．生活を総合的にデザインする視点を構築するため、上級秘書、観光ビジネス、ファッション・ブライダル、フード、ハウス・インテリア 

の系列の専門分野の科目を設定します。これらの科目群は、実務経験を有する教員により、社会人として活躍できる基盤として秘書の 

学びを展開します。 

３．社会参画の生活達人チャレンジプログラムや検定試験の学修をとおして、主体性及び協働性を持った職業人の育成を図り、絶えず向上 

していくキャリア意識や社会人基礎力を培います。また、中学校教諭二種免許状（家庭）取得希望者のために、本学教職指導センター 

との密な連携によってきめ細かい指導を行います。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）  
総合生活デザイン学科では、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに沿って、自己肯定感に支えられた高い傾聴力、受信力を持 

ち、社会で活躍できる職業人を育成するため、次のような人を求めています。 

１．生活に関わる分野において、論理的思考力や表現力を身に付け、積極的に生活をデザインしようとする人 

２．生活を創造するための専門的知識と技能を修得するため、高等学校までの基礎的学力を有している人 

３．将来、職業人として主体性を持ち、地域社会、教育界など現代社会に対して協働していこうという目的意識を持ち、またさまざまな検定 

や資格取得に挑戦し、絶えず向上しようとする人 

 

 

【 幼児教育科 】 

 

ディプロマ・ポリシー（卒業の認定に関する方針） 
１．子どもの最善の利益を尊重し、保育に携わるうえで欠かせない多様な状況における思考力と判断力及び豊かなコミュニケーション力を身

に付けている。 

２．子どもの心身の健康、発達、保育の本質や保育者の役割などに関する基礎的、基本的な知識と技能を身に付けている。 

３．保育者としての専門性を深め、生活に即した保育を構想することを通して、自己実現の喜びを持つとともに社会に貢献しようとする力と

態度を身に付けている。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 
【編成方針】 

１．多様な視点から、子どもや保育の問題に対応できる汎用的能力を高めるために全学共通及び学科の教養・基盤教育に基づいたカリキュラ

ムを編成しています。 

２．保育に関する基礎的及び専門的な知識と技能を身に付けるため「本質・目的の理解」、「対象の理解」、「内容・方法の理解」、実習や卒業研

究を含む「保育の実践と研究」からなるカリキュラムを編成しています。 

３．生活に即した保育を構想するなかで専門性と実践力を深め、保育者として社会に貢献しようとする意欲と態度を身に付けるため自らの学

びの目標とその達成評価ができるカリキュラムを編成しています。 

【実施方針】 

１．生活に即し多様な保育現場で活躍するための能力を培うための共通教育科目及び専門教育科目を設定しています。これらの科目群では、 

アクティブ・ラーニングをとおして積極性を養います。また、短期大学部付属幼稚園との連携による実践指導等を含み、多様な保育現場 

で活躍するための思考力・判断力・表現力を培います。 

２．保育に関する基礎的知識及び専門的知識と技能を身に付けるため、「保育の本質・目的の理解」「保育の対象の理解」「保育の内容・方法の

理解」に関する科目群を設定します。これらの科目群では、実務経験を有する教員も担当し、即戦力として活躍できる力を養います。 

３．本学科での学びを卒業後も生かし、保育現場で主体的に行動できる保育者となるために、子どもや保育の問題について多様な視点から教

育活動を展開します。また、地域におけるフィールドワーク、施設見学、グループでの演習等によって、協働しつつ学習する態度を身に

付けます。 

 

３つのポリシー（ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，アドミッション・ポリシー） 
 



 

 

 

 

 

アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）  
幼児教育科では、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに沿った人材を育成するため、保育を学ぶ意欲を持ち、保育者を強く志

し、本学科で学ぶことに魅力を感じる人を求めています。 

１．自分の様々な能力を保育につなげようとする人 

２．高等学校までの学習内容を幅広く理解し、特に、聴く、話す、読む、書くなどの国語力を身に付けており、音楽、美術、体育などに関心

をもつ人 

３．地域社会でのボランティア活動や課外活動、学校行事に積極的に取り組んでいる人 
 

 

【 美術科 】 

 

ディプロマ・ポリシー（卒業の認定に関する方針） 
１．芸術活動や制作活動を通して、自己表現と伝達を実現するための表現力・創造力および社会において豊かな人間関係を築く力を身に付け 

ている。 

２．美術分野の基盤となる素材や技術に関する専門的知識と技能を身に付け、それらを用いた創造性豊かな表現ができる力を身に付けている。 

３．芸術活動や制作活動の中で常に向上心を持ち、集中力や持続力を保つ中で専門性を磨き、表現者・職業人として地域社会や教育界に貢献 

できる力と態度を身に付けている。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 
【編成方針】 

１．表現者・職業人として自らの人生をデザインし、豊かな人間性と多角的視点から問題を探求する力及び幅広い見識を養うために、共通教

育科目と美術科の基礎演習科目を中心としたカリキュラムを編成しています。 

２．美術に関する基礎的な知識の理解や技法を習得するための理論系科目、CG 系科目及び表現者・職業人として必要な力量を高め、実践的な

応用力を養うためのコース専門科目からなるカリキュラムを編成しています。 

３．美術における確かな表現力で作品を発表し、自らの力量を高めるとともに地域社会や教育界に貢献できる意欲と態度を培うカリキュラム

を編成しています。 

【実施方針】 

１．１年次は基礎的な造形力を身に付け、美術の土台をしっかり造るための共通教育科目・専門教育科目を設定します。これらの科目群では、

多様なアクティブ・ラーニングの手法を採り入れた指導を行います。 

２．２年次は成長〜発展期と捉え、自分なりの考え方を確立し卒業制作に繋げるために、各領域（コース）の専門的な制作技法を身に付ける

指導を行います。 

３．美術の各領域の学修を活かして社会人として円滑にスタートできるように、個性を活かし、実技・実習を重視した指導を行います。そし

て、卒業展などによる作品発表をとおして、広く社会から指導を仰ぎます。また、中学校教諭二種免許状（美術）取得希望者のために、

本学教職指導センターとの密な連携によってきめ細かい指導を行います。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）  
美術科では、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに沿った人材育成をするため、美術が好きで、美術を学ぶことに魅力を感じ

る人を求めています。 

１．自由な創造力と豊かな表現力を求めようとする人 

２．本学科で学ぶために必要な高等学校までの基礎的学力を有している人 

３．本学科の教育を受けることによって自らを表現者・職業人として最大限成長させようとする人 

３つのポリシー（ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，アドミッション・ポリシー） 
 



 

 

 社会人特別選抜試験要項             
※新型コロナウイルス感染症の影響により，選考方法を変更する場合があります。 

 変更する場合は，本学ホームページにて適宜お知らせしますので，ご確認ください。 

 

１ 募集人員   

【現代文化学部】    【健康栄養学部】 

言語文化学科    管理栄養学科   若干名 
     

マスコミュニケーション学科   
若干名 

    
     

社会臨床心理学科   【短期大学部】    
    

子ども発達教育学科     総合生活デザイン学科    
    

    幼児教育科   若干名 
    

 

 

    美術科 

 

   
       

 

 

 

 

 

   
◆長期履修学生の募集について 

短期大学部の総合生活デザイン学科及び美術科では，社会人特別選抜試験を受験される方の中から長期履

修学生（若干名）を募集します。概要については，P.14 記載の「長期履修学生制度について」を確認して

ください。 

※長期履修学生制度を申請する場合は，必ず出願に先立って，事前面談を受けてください。事前面談によ

って，本学での履修計画について確認します。 

※長期履修学生制度による入学を希望する方は，入学志願書類へ明記してください。 

事前面談の詳細については，出願締切日の 2 週間前までに入試広報課へ問い合わせてください。 

 

２ 出願資格 

   令和 4年 4月 1日現在，現代文化学部・健康栄養学部の場合は満 25 才以上，短期大学部の場合は， 

満 22 才以上の者で，次の各号のいずれかに該当する者 

  (1)高等学校を卒業した者 

  (2)通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者 

  (3)学校教育法施行規則第 150 条の規定により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者 

 

３ 出願期間 

  【12 月試験】 令和 3年 11 月 29 日（月）～ 12 月 10 日（金） ＜必着＞ 

  【 3 月試験】 令和 4年 2 月 16 日（水）～  2 月 28 日（月） ＜必着＞ 

 

４ 出願手続及び出願書類 

(1)提出書類（本学所定の封筒に入れて，速達・簡易書留で郵送してください） 

  ※出願についての注意事項等は，P.12 記載の「出願について」を参照してください。 

① 入 学 志 願 書 類 

本学所定の志願書類：Ａ票・Ｂ票・Ｃ票・Ｄ票 

・志願票（Ａ票） 

・写真票（Ｂ票）：写真を貼付すること。 

・振替振込受付証明書貼付票（Ｃ票）：振替払込受付証明書を貼付すること。 

・受験票（Ｄ票）：裏面に，323 円分の切手を貼付すること。 

② 卒 業 証 明 書 

出願資格に係る*出身学校長が作成したもの。高等学校卒業程度認定試験合格者

等は，当該試験等の合格成績証明書又は合格見込成績証明書を提出すること。 
（*例：出願資格(1)による出願の場合は，高等学校の卒業証明書を提出すること） 

③ 志 望 理 由 書 本学所定の用紙に記入し，提出すること。 



 

 

④ 
合 格 通 知 用 

あ て 名 シ ー ル 
本学所定のあて名シール 2枚に返送先の郵便番号，住所，氏名を記入すること。 

 ※卒業証明書が旧姓の場合は，Ａ票の氏名欄に（旧姓○○）と併記してください。 

 

 試験当日提出作品 

(美術科受験者のみ) 
作品又は作品写真を持参すること。 

 

(2)入学検定料 

  30,000 円   

※本学所定の郵便振替用紙で払い込み，振替払込受付証明書を入学志願書類のＣ票に貼付してください。 

 

５ 試験日時 

  【12 月試験】 令和 3年 12 月 18 日（土） 

小 論 文 9：30～10：40 

面 接 11：00～ 

 

【 3 月試験】 令和 4 年  3 月 9 日（水） 

小 論 文 10：00～11：10 

面 接 11：20～ 

 

６ 試験会場  本  学 

 

７ 選考方法 

  【現代文化学部】【健康栄養学部】【短期大学部】 

  (1)小論文（配点 100 点）・面接（4 段階評価）・提出作品［美術科のみ］及び成績証明書（調査書のある者

は調査書を含む）を総合して選考します。 

  (2)小論文試験内容：題目形式の小論文（日本語で意見を述べるもの）70 分 

  (3)提出作品 

   美術科受験者は，試験日に作品又は作品写真を持参してください。 

 

８ 合格発表 

(1)発表日 

    【12 月試験】 令和 3年 12 月 24 日（金） 

    【 3 月試験】 令和 4年  3 月 15 日（火） 

(2)志願者に合否を通知します（掲示発表は行いません）。なお，通知書類は地域によっては，配達が発表日

の翌日になることがあります。 

(3)電話による問い合わせには応じません。 

 

９ 入学手続 

(1)合格者には，合格発表と同時に合格通知書及び入学手続書類を郵送します。 

(2)合格者の入学手続は，入学手続書類の提出及び入学料・授業料等（前期）・委託徴収金の納入を次の締切

日までに行ってください。 

  ①入学料納入，入学手続書類締切日    【12 月試験】 令和 4年  1 月  7 日（金） ＜必着＞ 

                     【 3 月試験】 令和 4年  3 月 23 日（水） ＜必着＞ 

※試験当日は，９時１５分までに入室してください。 

※試験当日は，９時４５分までに入室してください。 



 

 

 ②授業料等及び委託徴収金の納入締切日  【12 月試験】 令和 4年  3 月 23 日（水）  

                     【 3 月試験】 令和 4年  3 月 23 日（水）  

 

(3)入学料・授業料等（前期）及び委託徴収金については，「10 授業料等納入について」を参照してくだ

さい。 

(4)期日までに入学手続をしない場合は，入学を許可しません。 

 

１０ 授業料等納入について 

(1)授業料等納入金 

 現代文化学部 健康栄養学部 

 言語文化学科 
マスコミュニケー 

ション学科 
社会臨床心理学科 

子ども発達 

教育学科 
管理栄養学科 

初
年
度
納
入
金 

入
学
手
続
時
納
入
金 

入 学 料 230,000 230,000 230,000 230,000 230,000 

授業料等 

（前期） 

授業料 390,000 390,000 420,000 410,000 450,000 

施設設備費 110,000 110,000 110,000 110,000 110,000 

委 託 徴 収 金 

学友会費 25,000 25,000 25,000 25,000 25,000 

後援会費 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000 

保険料 4,660 4,660 4,660 4,660 4,660 

合  計 779,660 779,660 809,660 799,660 839,660 

10 授業料等 

（後期） 

授業料 390,000 390,000 420,000 410,000 450,000 

月 施設設備費 110,000 110,000 110,000 110,000 110,000 

末  合  計 500,000 500,000 530,000 520,000 560,000 

初年度年間納入金 1,279,660 1,279,660 1,339,660 1,319,660 1,399,660 

2 年次年間納入金（授業料等前・後期分） 1,000,000 1,000,000 1,060,000 1,040,000 1,120,000 

3 年次年間納入金（授業料等前・後期分） 1,000,000 1,000,000 1,060,000 1,040,000 1,120,000 

4 年次年間納入金（授業料等前・後期分） 1,000,000 1,000,000 1,060,000 1,040,000 1,120,000 

 

 短期大学部   

 
総合生活 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 
幼児教育科 美 術 科   

初
年
度
納
入
金 

入
学
手
続
時
納
入
金 

入 学 料 230,000 230,000 230,000   

授業料等 

（前期） 

授業料 375,000 375,000 425,000   
施設設備費 100,000 100,000 100,000   

委 託 徴 収 金 

学友会費 13,000 13,000 13,000   

後援会費 10,000 10,000 10,000   
保険料 2,430 2,430 2,430   

合  計 730,430 730,430 780,430   

10 授業料等 

（後期） 

授業料 375,000 375,000 425,000   
月 施設設備費 100,000 100,000 100,000   
末  合  計 475,000 475,000 525,000   

初年度年間納入金 1,205,430 1,205,430 1,305,430   
2 年次年間納入金（授業料等前・後期分） 950,000 950,000 1,050,000   

※実験実習費を必要に応じて追加徴収することがあります。 

※学外オリエンテーション費を入学手続時納入金として徴収することがあります。 

※委託徴収金の保険料は，前年度の実績であり変更になることがあります。 

 

 

 

 



 

 

【短期大学部・長期履修学生制度の場合】 
総合生活 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 
美術科 

初
年
度
納
入
金 

入
学
手
続
時
納
入
金 

入学料 230,000 230,000 

授業料等 

（前期） 

授業料 250,000 283,500 

施設設備費 66,750 66,750 

委託徴収金 

学友会費 13,000 13,000 

後援会費 10,000 10,000 

保険料(3 年分) 3,620 3,620 

合  計 573,370 606,870 

10 

月 

末 

授業料等 

（後期） 

授業料 250,000 283,500 

施設設備費 66,750 66,750 

合  計 316,750 350,250 

初年度年間納入金 890,120 957,120 

2 年目年間納入金（授業料等前・後期分） 633,500 700,500 

3 年目年間納入金（授業料等前・後期分） 633,000 699,000 

 

◆修業年限を 1 年延長した場合の 3・4 年目の納入金額は次のとおりです。 

3 年目年間納入金（授業料等前・後期分） 316,500 349,500 

4 年目年間納入金（授業料等前・後期分及び保険料 1 年分） 317,840 350,840 

※実験実習費を必要に応じて追加徴収することがあります。 

※学外オリエンテーション費を入学手続時納入金として徴収することがあります。 

※委託徴収金の保険料は，前年度の実績であり変更になることがあります。 

 

(2)納入手続 

①入学手続に伴う授業料等納入金は，入試日程ごとに指定した締切日までに納めてください。詳細につ

いては，合格通知書に同封の「入学手続きのしおり」でお知らせします。 

②入学後，授業料等（後期）は，令和 4年 10 月 31 日（月）までに納めてください。 

（納付書は 9月下旬に郵送予定です） 

 

(3)学費等の返還 

納入された入学手続時納入金は返還しません。ただし，入学手続を完了した者が，入学を辞退する場

合は，本学所定の「入学辞退届」を申し出により送付しますので，令和 4年 3月 31 日（木）17 時までに

本学入試広報課へ提出してください。入学料を除く授業料等（前期）及び委託徴収金を返還します。こ

の締切日以降は受け付けることはできません。 

◆寄付について 

   本学園では，教育施設・設備の充実に向けた資金の確保のため，入学後に任意の寄付をお願いすることがあります。 

 出願について                  
■出願にあたって 

(1)出願書類・入学検定料は，提出・納入後は，返還いたしません。 

(2)出願後の志望学科等の変更はできません。 

(3)心身に障がいのある志願者で，受験方法について要望がある場合は，出願開始日より３週間前迄に出願

に先立って入試広報課へ問い合わせてください。 

(4)受験票が入学試験日より２日前迄に届かない場合は，入試広報課へ問い合わせてください。 

 



 

 

■入学志願書類記入上の注意 

(1)数字はすべて算用数字を用いてください。 

(2)※印の欄には，記入しないでください。 

(3)Ａ・Ｂ・Ｄ票は，黒又は青のボールペン（消える筆記具は不可）を用い，本人直筆（文字は楷書）では

っきり記入してください。書き損じた場合は，修正液を使用してもかまいません。 

(4)総合生活デザイン学科と美術科を志望する場合は，Ａ・Ｂ・Ｄ票の「長期履修学生制度」の申請の有無

を○で囲んでください。 

(5)Ａ票の「出身高等学校」及び「最終出身学校」の都道府県等の区分は該当するものを○で囲んでくださ

い。Ｂ・Ｄ票の「志望学科」は該当するものを○で囲んでください。 

(6)本学では，入学試験に際して大学側で発行する合格通知書類等に出力される受験生氏名の表記について，

基準を設けています。その結果，出願書類どおりに表記されない場合がありますので，あらかじめ了承

してください。 

(7)電話番号は，出願書類等について緊急に連絡をとる場合に利用します。連絡のつきやすい電話番号を記

入してください。 

 

 受験上の留意事項                

１ 試験当日の留意事項 

(1)試験室の位置等は，試験当日に試験場の入口付近から掲示等によって指示しますので，それに従って試

験開始 15 分前には試験室に入室してください。 

(2)試験室では，机の上の受験番号が受験票の受験番号と同一であることを確認して，着席してください。 

(3)受験票を忘れた場合は，試験開始前に，速やかに係員へ申し出てください。 

(4)試験開始時刻に遅れた場合は，入試本部に連絡してください。試験開始時刻後 20 分以内の遅刻に限り，

受験を認めます。 

(5)試験時間前や受験科目によって，受験しない科目の待ち時間がある場合は控室を利用して，待機してく

ださい。 

※試験当日，学校保健安全法で出席停止が定められている感染症(新型コロナウイルス・インフルエン 

ザ・はしか等)にかかり，治癒していない場合は，原則として受験をご遠慮願います。 

該当の受験者(または保護者)の方は，本学入試広報課へ連絡してください。 

 

２ 試験室での留意事項 

(1)試験室内では，すべて監督者の指示に従ってください。 

(2)受験票は試験時間中，机の上に置いてください。面接試験では，試験室に持参してください。 

(3)試験室には，筆記用具(黒鉛筆または黒い芯のシャープペンシル，プラスチック製の消しゴム，鉛筆削り)，

提出作品（美術科受験者のみ）等の必要品以外の持ち込みは認めません。 

(4)腕時計を持参してください。なお，辞典機能・アラーム機能などの組み込まれた時計を使用してはいけ

ません。 

(5)携帯電話等は，試験室に入る前に電源を切っておいてください。また，これらを時計として使用するこ

とは認めません。 

(6)試験中質問がある場合や気分が悪くなった場合などには，黙って手を挙げて監督者に知らせてください。 

 

 



 

 

３ その他の留意事項 

(1)学内の下見は試験場を確認するにとどめ，校舎内には立ち入らないでください。 

(2)試験当日は，交通渋滞等も予想されますので時間には十分注意してください。また，スクールバスの運

行はありませんので，公共交通機関を利用してください。駐車場はありますが，数に限りがありますの

で，注意してください。 

(3)その他入学試験に関する相談は，入試広報課に問い合せてください。なお，試験当日の連絡先は，受験

票に明記しています。 

(4)試験当日は，付添者の控室もありますので，利用してください。 

 

※新型コロナウイルス感染症の影響により，受験上の留意事項等を変更する場合があります。 

 変更する場合は，本学ホームページにて適宜お知らせしますので，確認してください。 

 ホームページの掲載は，受験する入学試験の約 1 か月前を予定しています。 

 

 長期履修学生制度について            

長期履修学生制度は，本学短期大学部では，通常２年間で卒業するところを，３年またはそれ以上（最長４

年まで）の年数をかけてゆっくりと無理なく学習し，短期大学を卒業することができる制度です。 

自分のライフスタイルに合わせて学習できることや，一度に納入する経費負担が少ない点が特徴です。ただ

し，卒業までに納入していただく学費は，２年間で卒業する学生と同額になります。科目等履修生が正規学生

ではないのに対し「長期履修学生」は正規の学生となります。 

(1)長期履修学生制度の入学試験について 

 この社会人特別選抜試験を受験してください。社会人特別選抜試験の通常の 2年課程の入学試験と同じです。 

(2)長期履修学生制度の適用について 

 長期履修学生制度により入学を希望する方は，この社会人特別選抜試験の出願時に申請（入学志願書類に明

記）してください。 

通常の 2 年課程に在学している間に長期履修学生制度への変更はできません。また，長期履修学生制度で在

学している間に，通常の 2 年課程への変更もできません。 

(3)履修期間の延長について 

 長期履修学生制度による修業年限は 3 年ですが，1 年間の延長をすることが可能です。 

3 年目で卒業するか 4 年目で卒業するかを，2 年目の 12 月までに決定し届け出を行っていただきます。 

(4)履修登録単位数について 

長期履修学生制度の場合，1 年間で履修登録できる単位数は，原則として，前期 14 単位，後期 14 単位の合

計 28 単位までとなります。卒業に必要な単位数は 64 単位です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 個人情報の保護について             

 出願書類により得られた個人情報は，適切に管理し，次の目的以外には利用しません。 

   1 入学者の選抜 

   2 本人に対する入試結果の通知 

   3 文部科学省等の調査報告，統計的集計 

   4 入学予定者への教育上の各種通知 

5 緊急連絡 

 

  【本件問合せ先】 

   〒732-8509 広島市東区牛田新町四丁目 1 番 1 号 

   比治山大学・比治山大学短期大学部 入試広報課   TEL 082-229-0150 

 


